
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

  

 

那覇市立小禄中学校 

令和４年 11月 30日 

発行：保健室（金城） 

『HIV＝死の病気』ではありません 

エイズという病気が初めて発見されてから約４０年。 

現在は、薬の開発が進み、早期発見、早期治療することで、 

ＨＩＶに感染していない人と、ほぼ変わらない生活が 

送れるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県はＨＩＶに感染してい

ることに気づかず、エイズを

発症してからわかる人も多い

そうです。 

１番大事なのは予防だけど、

気になる場合は早期検査、そ

して早期治療が大切。 

ＨＩＶに感染してからエイズを発

症するまで、無症状の期間が、数年

～１０数年あります。 

（治療をしなかった場合） 

その間も感染力はあるので、治療を

感染に気づかずに性的接触などで

広がることもあります。 

世界の現状に目を向けよう 

SDGｓの目標３のターゲットの 

ひとつに、エイズを含む感染症対策

も掲げられています。 

みなさんと同じ年代の子ども達が、

感染症などで多くの命を失ってい

ます。 



 

 

 

 

 

                

母子感染について 

出産前にＨＩＶ検査をすること

で、万が一母親が感染していて

も、薬の服用・帝王切開での出

産、母乳をあげない、などの対

策で、子への感染はほぼ防ぐこ

とが可能となりました。 

日頃から他人の血液を素

手で触らないようにした

り、好きな人とお付き合

いする時には責任を持て

る行動をすることが大切

だね！


